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検証項目

▶Spectrum Scale ClinetとSMB接続の速度比較

（※以降前者を単にClient、後者をSMBと記す）

①iometer

②ファイルコピー

▶ＡＦＭとの組み合わせ

 ファイルシステムとしては見かけのデータ位置は変化させず、 高速なストレージから低速なスト
レージに自動的にデータを移動させる機能を併用する。
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検証環境 物理構成図

10GbpsNIC

8GbpsFC

IBM Flash840
RAID5(3D+1P) 2TBモジュール 4個

x3650M5 3号機
XeonE5-2620v3(6ｺｱ/12ｽﾚ)2.4GHz/

48GB Mem/ServeRAID-M5210
1TB NL-SAS HDD 6個、OS起動用

300GBHDD:1個

10GbpsNIC

8GbpsFC

m710 1号機
XeonE3-1284Lv3

(4ｺｱ/8ｽﾚ)1.8GHz/
32GB Mem

OS起動用120GB SSD:1個

x3650M5 2号機
XeonE5-2620v3(6ｺｱ/12ｽﾚ)2.4GHz/

48GB Mem/ServeRAID-M5210
1TB NL-SAS HDD 6個、OS起動用

300GBHDD:1個

10GbpsNIC

※1号機：SpectrumScale
Client ノード
SMB試験用

Penguin Switch (10G-SR)
Arctica 4806xp

※一見、共有ディスク型に見えますが、SSDの代わりにFlashSystem840から切り
出した別々のLUNを各々のサーバに接続して使用しています。

HP Moonshot Switch Module
10G-SR
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Spectrum Scale
Cluster

HDD
/dev/hddfs

Spectrum Scale
Server

SMB＆NSD

Spectrum Scale
Server

SMB＆NSD

/GPFS/HDDFS

SSD
/dev/sddfs

/GPFS/SSDFS

SDD-
Volume1

HDD-
Volume1

AFM

¥¥ClusterIP¥share1

※¥¥10.136.0.11¥share1を
Windowsのネットワーク
ドライブ機能を使用し、
Z:¥にマウントします。

Z:¥

論理構成図
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Y:¥

Windows
SMB

10GbpsNIC 10GbpsNIC 10GbpsNIC¥¥10.136.0.11 ¥¥10.136.0.12

SMB接続時

※SSDに書いたファイルがデフォルトだと
12秒後に、見た目の場所は変わらないま
まHDDに物理的には移動が始まる。
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Spectrum Scale
Cluster10GbpsNIC

x3650M5 3号機
Spectrum Scale

Server
SMB＆NSD

10GbpsNIC
m710 1号機

XeonE3-1284Lv3
(4ｺｱ/8ｽﾚ)1.8GHz/

32GB Mem
OS起動用120GB SSD:1個

x3650M5 2号機
Spectrum Scale

Server
SMB＆NSD

10GbpsNIC

300GB
内蔵
HDD

300GB
RAID5
NLSAS

300GB
Flash

300GB
RAID5
NLSAS

300GB
内蔵
HDD

300GB
RAID5
NLSAS

300GB
Flash

300GB
RAID5
NLSAS

ミラー構成

※ AFMは各ディス

クの中のフォルダ
毎に構成可能。

AFM
あり

AFM
あり

AFM
あり

AFM
あり

5

論理構成図

ＡＦＭ設定詳細図

※SSDに書いたファイルが
デフォルトだと12秒後に、

見た目の場所は変わらな
いままHDDに物理的には
移動が始まる。
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Spectrum Scale
Cluster

HDD

Spectrum Scale
Server

SMB＆NSD

Spectrum Scale
Server

SMB＆NSD

Windows
Spectrum 

Client

/GPFS/HDDFS

SSD

/GPFS/SSDFS

SDD-
Volume1

HDD-
Volume1

AFM

※/dev/sddfsをs:¥として
SpectrumScaleのプログラム
の機能としてマウントします。

S:¥

/dev/sddfs

/dev/hddfs
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論理構成図

Clinet接続時
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SMB利用時のiometerでの検証結果：1061.83MBPS≒10Gbps ほぼネットワークの速度がでています。

①iometerでの検証
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Client利用時のiometerでの検証結果：iometerがディスクを見つけられず動作しない。



Copyright 2017 IGUAZU Corporation

Z:ドライブからの内蔵SSDへのコピー処理

10GBのファイルを6ファイルのコピー、途中から徐々に速度が落ちた。SMBはClientに比べ波がある。

WindowsClient

②ファイルコピー

WindowsSMB
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Z:ドライブからの内蔵SSDへのコピー処理
FlashSystemのパフォーマンスモニターでも同程度の数値を確認

WindowsClient

貼付
予定

WindowsSMB

②ファイルコピー
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内蔵SSDからZ:ドライブへのコピー処理

10GBのファイルを6ファイルのコピー、
SMBは66MB/sから、267MB/sまで速度に
波がでている。Clinetは一定。

WindowsClient

WindowsSMB

②ファイルコピー
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内蔵SSDからZ:ドライブへのコピー処理

FlashSystemのパフォーマンスモニターでもSMBは波を確認。

WindowsClient

WindowsSMB

②ファイルコピー
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Z:ドライブ中のファイルを、Z:ドライブへのコピー処理
10GBのファイルを10ファイルのコピー、
どちらも250MB/s前後。
SMBは波が目立つ。

WindowsClient WindowsSMB

②ファイルコピー
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Z:ドライブ中のファイルを、Z:ドライブへのコピー処理

SMBは1ファイルづつの開始、終了が波から読み取れるような動きになった。

WindowsClient WindowsSMB

②ファイルコピー
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速度比較
・ClientとSMBの速度比較

①iometerでの実施。
SMBではRead8割、ランダム9割、512KBセグメントで8ｺｱから各100 OutStandingで負荷を掛け計測する。
Clientによりマウントしたディスクがあるとiometerが動かなくなる現象が発生した。ディスクを直接、
見に行くプログラムなのが原因かもしれない。SpectrumScale使用時はLinuxでもiostatコマンドが機能
しない現象を確認。SpectrumScaleにパフォーマンスモニター機能があるのはこのためだと思われる。

②10GBのファイルでのファイルコピー／マシン：単数
SMBもClientもほぼ同様の速度。
Windowsマシンのメモリーに空き容量がある間は高速。
SMBはClientのように一定の速度にはならず、転送速度が上がったり下がったりを繰り返している。

・ＡＦＭとの組み合わせ
上記試験中に特に支障がでるようなことはなかった。

以上です。

検証結果
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